
め 、 猛 勉 強 し た の を 懐 か しく 覚 え て お り ま す 。 国 と の協 議 や 市 町 村 か ら の 様 々 な要 望 、 問 題 の 相 談 に 乗 っ たり と 、 大 変 忙 し い 日 々 で した が 、 部 下 に も 恵 ま れ 無 事に 務 め る こ と が で き ま した 。　
特 に 力 を 入 れ た の は 、 下

水 道 接 続 率 の 向 上 で す 。 一般 的 に 、 下 水 道 整 備 の 目 安

と し て は 「 下 水 道 普 及 率 」が 用 い ら れ ま す 。 こ れ は 、下 水 道 を 整 備 し た 区 域 の 人口 の う ち 、 何 人 が 下 水 道 を使 用 で き る か の 割 合 で 、 例え ば １ ０ ０ 人 が 住 む 区 域 で
5 0人 が 使 用 可 能 な 場 合 の 普

及 率 は

5 0％ と な り ま す 。

　
し か し 、 自 宅 の 前 に 下 水

管 が 設 置 さ れ て も 、 こ れ に接 続 し な け れ ば 下 水 道 の 効

用 は 発 揮 で き ま せ ん 。 こ の下 水 管 に つ な い だ 割 合 を 接続 率 （ 水 洗 化 率 ） で 表 し ます が 、 自 宅 の 台 所 、 風 呂 、ト イ レ な ど の 生 活 雑 排 水 を集 め て 、 市 町 村 が 設 置 し た下 水 管 に つ な ぐ 費 用 は 自 己負 担 の た め 、 す ぐ に 接 続 とは な ら な い の で す 。 ち な みに 、 私 が 住 む 茨 城 町 で は 、接 続 す る た め の 費 用 （ 受 益者 負 担 金 ） は 宅 地 の 面 積 が３ ３ ０ ㎡ （ １ ０ ０ 坪 ） の 場合 、 ５ ７ ０ 円 ／ ㎡ を 乗 じ て
1 8万 ８ １ ０ ０ 円 を 納 め 、 そ

れ に 宅 地 内 の 諸 工 事 費 と して 数 万 円 が か か る わ け です 。　
私 が 課 長 と し て 赴 任 し た

　
県 の 下 水 道 は 、  昭 和

4 4年 、

鹿 島 臨 海 工 業 地 帯 に 立 地 する た く さ ん の 企 業 、 工 場 から の 汚 れ た 水 を 処 理 す る 特　
私 は 平 成

1 8年 ４ 月 か ら ２

年 間 、 土 木 部 都 市 局 下 水 道課 長 と し て 、  下 水 道 の 整 備 、普 及 促 進 に 携 わ り ま し た 。初 め て 下 水 道 事 業 に 携 わ りま し た の で 不 慣 れ だ っ た た

の で す 。 も ち ろ ん 、 市 町 村が 進 め る 公 共 下 水 道 の 相 談事 も 一 括 し て 、 下 水 道 課 が対 応 す る こ と に な っ た の です 。　
初 代 課 長 に は 、 下 水 道 に

精 通 し た 方 が 国 か ら 就 任し 、 事 業 は 急 ピ ッ チ で 進 めら れ ま し た 。 私 も こ の 課 長に 「 渡 邊 く ん 、 下 水 道 課 に来 な い か 」  と 誘 わ れ た の を 、懐 か し く 覚 え て お り ま す 。

す 。　
そ の 後 、 昭

和

4 8年 に は 筑

波 研 究 学 園 都市 （ 現 つ く ば市 ） な ど を 対象 に し た 霞 ヶ浦 常 南 流 域 下水 道 と 、 霞 ヶ浦 周 辺 市 町 村を 対 象 に し た霞 ヶ 浦 湖 北 流域 下 水 道 が 始ま り ま し た 。さ ら に 那 珂 久慈 、 霞 ヶ 浦 水郷 、 利 根 左 岸

さ し ま 、 鬼 怒 小 貝 、 小 貝 川東 部 の 各 流 域 下 水 道 が 整 備さ れ 、 現 在 で は １ つ の 特 定公 共 下 水 道 と ７ つ の 流 域 下水 道 が あ り ま す 。　
こ れ ら は 県 が 事 業 主 体 と

な っ て 進 め て お り 、 流 域 ごと に 市 町 村 が 進 め る 公 共 下水 道 の 汚 水 を 、 ま と め て １箇 所 の 処 理 場 で 処 理 す る ので す 。 こ れ ら の 業 務 を 担 当す る た め 、 昭 和

4 7年 、 土 木

部 に 下 水 道 課 が 発 足 し ま した 。 そ れ ま で 、 計 画 一 課 と計 画 二 課 で 行 っ て い た 下 水道 の 業 務 を １ つ に ま と め た

　
生 活 排 水 の 処 理 は 、 下 水

道 事 業 の 他 に 農 業 集 落 排 水

　
最 終 的 に 知 事 裁 定 に 持 ち

込 ま れ 、 そ こ で も ３ 万 円 と１ 万 円 で 双 方 譲 ら な か っ たの で す が 、 機 を 見 て 知 事 が「 ２ 万 円 で ど う だ 」 と 土 木部 長 に 打 診 あ り 。 同 席 し てい た 私 が 思 わ ず 「 こ こ ら で手 を 打 ち ま す か ？ 」 と 部 長に さ さ や き 、  部 長  「 そ う す っか 」 と の 声 。 そ こ に 列 席 者の 中 か ら 「 君 た ち 、 バ ナ ナの た た き 売 り で は な い ん だよ 」 と 声 が 上 が り 、 一 同 爆笑 。 こ う し て １ 戸 当 た り 県費 補 助 額 ２ 万 円 が 決 着 し た次 第 で す 。　
平 成

2 0年 度 か ら 事 業 が 開

始 さ れ 、 当 該 年 度 の 税 収 額は 約

1 3億 円 で し た 。 私 事 で

恐 縮 で す が 、 茨 城 町 の 我 が

家 の 前 に も 待 望 の 下 水 道 が通 り 、 県 、 町 合 わ せ て ４ 万円 の 恩 恵 に 預 か り ま し た 。こ の 制 度 が 下 水 道 接 続 促 進へ の 大 き な 弾 み に な っ た ので は な い で し ょ う か 。　
平 成

2 0年 度 か ら 令 和 ４ 年

度 ま で 、

1 5年 間 の 下 水 道 へ

の 接 続 補 助 件 数 は 霞 ヶ 浦 、涸 沼 、 牛 久 沼 流 域 合 わ せ て１ 万 １ ３ １ ３ 件 と の こ と です 。 な お 、 令 和 ４ 年 度 の 下水 道 普 及 率 は

6 5％ 、 接 続 率

は

9 1・ １ ％ で す 。

　
事 業 の 効 果 で は 、 下 水 道

接 続 率 向 上 の ほ か 、 下 水 道未 整 備 区 域 で の 合 併 浄 化 槽補 助 な ど 様 々 な 対 策 に より 、 税 導 入 前 の 霞 ケ 浦 の ＣＯ Ｄ が 約 ９ ㎎ ／ Ｌ （ Ｈ

1 9）

で あ っ た も の が 、 約 ７ ㎎ ／Ｌ （ Ｒ ２ ） に 低 下 し た も のの 、 近 年 は 横 ば い で 推 移 して い る と の こ と で す 。　
下 水 道 課 と し て も 、 こ の

制 度 に つ い て 市 町 村 と 連 携し な が ら 随 時 工 夫 、 検 討 を重 ね 、 現 在 、 県 内 の

3 8市 町

村 ・ 団 体 が 下 水 道 工 事 に 対す る 独 自 の 支 援 策 を 提 供 して い ま す 。 特 に 、 霞 ヶ 浦 流域 の

1 8市 町 村 で は 、 年 収 が

６ ０ ０ 万 円 未 満 の 世 帯 な どを 対 象 に 、

3 5万 円 を 限 度 に

接 続 工 事 費 を 補 助 し て い ると の こ と で す 。　
当 時 の 私 た ち の 志 を 引 き

継 い だ 後 輩 の 奮 闘 、  努 力 に 、胸 が 熱 く な る 思 い で 県 庁 を後 に し ま し た 。�

（ 島 津 就 子 ）

に 補 助 で き な い か 、 さ っ そく 生 活 環 境 部 に 申 し 入 れ まし た 。 し か し ご 存 じ の よ うに 、 役 人 の 縦 割 り 行 政 か ら壁 は 高 く 、 交 渉 は 難 航 し まし た 。 と は い え 、 下 水 道 の普 及 は 湖 沼 ・ 河 川 の 水 質 改善 に 寄 与 す る こ と は 明 ら かで し た の で 、 生 活 環 境 部 、財 政 課 に も 最 終 的 に は 認 めて い た だ き ま し た 。　
こ こ か ら が 大 変 、 焦 点 は

補 助 金 を い く ら に 設 定 す るか で も め ま し た 。 下 水 道 課と し て は 、 一 戸 当 た り 県 補助 ３ 万 円 、 地 元 市 町 村 ３ 万円 負 担 し 合 わ せ て 各 戸 に ６万 円 補 助 し た い 、 一 方 で 生活 環 境 部 は 、 県 補 助 額 １ 万円 が 限 度 と 譲 り ま せ ん 。

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ③

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

渡 辺

 洋 （ わ た な べ

　
ひ ろ み ）

　
１ ９ ５ ０ 年 １ 月 ６ 日 生 ま れ 。

7 4歳 。

7 5年 入 庁 、

土 木 部 都 市 計 画 課 に 配 属 。 そ の 後 、 都 市 整 備 課技 佐 兼 課 長 補 佐 （ 技 術 総 括 ）  、 道 路 建 設 課 高 速 道路 対 策 室 長 を 経 て 下 水 道 課 長 、 ２ ０ １ ０ 年 ３ 月に 技 監 兼 土 浦 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。 現在 は 建 設 用 基 礎 杭 、 コ ン ク リ ー ト ２ 次 製 品 の 製造 、 販 売 を 行 う 前 田 製 管 ㈱ に 勤 務 し て い る 。

平 成

1 8年 当 時 、 本 県 の 下 水

道 普 及 率 は

5 1・ ７ ％ 、 接 続

率 は

8 6・ ７ ％ で し た 。 接 続

さ れ な い と 下 水 道 料 金 も 入ら な い た め 、 管 理 運 営 に も支 障 を き た し ま す 。 こ の 接続 率 を ど う や っ て ア ッ プ する か が 県 、 市 町 村 の 大 き な課 題 で し た 。 こ の た め 、 県は 各 市 町 村 と 連 携 し て 、 戸別 訪 問 や キ ャ ン ペ ー ン な どを 通 じ て 接 続 へ の 理 解 、 協力 を お 願 い し ま し た が 、 うま く い き ま せ ん 。　
そ ん な 折 、 県 の 関 係 部 局

で は 新 た に 森 林 湖 沼 環 境 税を 創 設 す る こ と に し た の です 。 そ の 財 源 を 使 っ て 、 森林 の 保 全 や 湖 沼 の 環 境 改 善を 強 力 に 進 め る こ と と し 、県 条 例 を 制 定 。  そ の 税 収 を 、来 年 度 予 算 へ 計 上 す る と の話 を 聞 き ま し た 。　
県 税 納 税 義 務 者 の 個 人 に

は 年 額 １ ０ ０ ０ 円 、 法 人 には 均 等 割 額 の

1 0％ を 課 税 し

よ う と す る も の で 、 そ の 税収 の 一 部 を 湖 沼 周 辺 の 住 民が 負 担 す る 下 水 道 接 続 費 用

人 と 自 然 に や さ し い 下 水 道 事 業 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 技 監 兼 土 浦 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 都 市 局 下 水 道 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 渡 辺 　 洋 氏×

定 公 共 下 水 道 が は じ ま り と聞 い て お り ま す 。 深 芝 処 理場 で 、 神 栖 の 公 共 下 水 道 も含 め 、 一 括 処 理 さ れ て い ま

高 萩 ・ 秋 山 中 の体 育 館 空 調 設 置

《 高 萩 市 》

事 業 、 合 併 処理 浄 化 槽 等 でも 行 っ て い ます 。 県 で は 、こ の ３ つ の 事業 が う ま く 連携 し て 進 め られ る よ う 「 生活 排 水 ベ ス トプ ラ ン 」 を 策定 し て お り ます 。　
私 が 土 木 部

長 の 時 、 こ の プ ラ ン の 見 直し 時 期 で も あ り ま し た の

で 、 下 水 道 課 と は 頻 繁 に 打ち 合 わ せ を 行 っ て お り ま した 。 こ の 頃 、 下 水 道 課 が 頭を 悩 ま せ て い た の が 、 接 続率 の 問 題 で す 。 せ っ か く 下水 道 が 家 の 前 ま で 来 て い ても 、 自 己 負 担 が あ る た め 、な か な か 繋 い で も ら え な いと い う の で す 。　
み ん な で 協 議 を 重 ね 、 こ

の 自 己 負 担 の 手 助 け に 市 町村 と 県 が 協 力 し て 補 助 金 が出 せ な い か と 考 え ま し たが 、 予 算 化 は な か な か 難 しい 状 況 で し た 。 ち ょ う ど この 頃 、 県 で は 森 林 湖 沼 環 境税 を 創 設 し よ う と し て お りま し た 。 こ の 税 金 の 一 部 を使 わ せ て も ら お う と 考 え たの で す 。　
財 政 課 は も ち ろ ん 、 関 係

す る 部 局 と 調 整 に 調 整 を 重ね 、 最 後 は 知 事 調 整 に ま で持 ち 込 ん で 、 補 助 金 制 度 をつ く る こ と が で き た の で

す 。　
公 共 下 水 道 の 事 業 主 体 で

あ る 市 町 村 が 、 １ 戸 あ た り２ 万 円 を 出 し て く れ る こ とを 前 提 に 、 県 が ２ 万 円 上 乗せ し て 、 計 ４ 万 円 の 補 助 金を 出 す こ と に な り ま し た 。こ の こ と に よ り 、 接 続 率 は少 し ず つ 上 が り 始 め ま した 。 こ の 制 度 は 、 そ の 後 も色 々 改 善 さ れ 、 今 で も 続 いて い る と 聞 い て お り ま す 。み ん な で 頑 張 っ た 甲 斐 があ っ た な と 、 嬉 し く 思 っ てお り ま す 。　
深 芝 処 理 場 に 風 力 発 電 を

や ろ う と 考 え 、 検 討 を 始 めた の も こ の 頃 で す 。 神 栖 地域 は 風 力 発 電 の 適 地 で あり 、 再 生 エ ネ ル ギ ー と し てシ ン ボ ル 性 も あ り 、 実 益 もあ る と 考 え た の で す 。　
下 水 道 は 、 生 活 や 企 業 活

動 に な く て は な ら な い 重 要な イ ン フ ラ な の で す 。
▲ 深 芝 処 理 場 内 に あ る 、 風 力 発 電 設 備

　
下 水 道 は 、 家 庭 や 工 場 、 事 業 所 な ど か ら 出 る 汚 れ

た 水 を 処 理 場 に 集 め 、 綺 麗 な 水 に し て 湖 や 川 に 流 すの で す 。 さ ら に 、 蚊 や ハ エ の 発 生 を 防 ぎ 、 伝 染 病 の予 防 や 衛 生 環 境 の 向 上 に も 役 立 っ て い ま す 。 汚 れ た水 が 直 接 流 れ 込 ま な く な り 、 美 し い 湖 や 川 が 蘇 る ので す 。 今 回 は 、 人 と 自 然 に や さ し い 下 水 道 事 業 の お話 で す 。�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

▲ 深 芝 処 理 場 で は 、 工 場

排 水 や 神 栖 の 公 共 下 水 道

を 一 括 処 理 し て い る

普 及 率 の 向 上 へ 傾 注

下 水 道 は 重 要 イ ン フ ラ

接 続 率問
　
題 自 己 負 担 軽 減 に 補 助 金 制 度 創 立

援 機 と し て 現 地 で 活 用 さ れる も よ う だ 。　
不 整 地 万 能 吸 引 車 『 Ｉ Ｃ7 5Ｍ Ｖ 』 は 、 広 範 囲 に お け

る 砂 、 砂 利 、 汚 水 、 泥 土 等の 吸 引 が 可 能 で あ り 、 イ ンフ ラ 再 整 備 に お け る 工 事 など 幅 広 い 用 途 で 使 用 さ れる 。  足 回 り は ク ロ ー ラ 式 で 、通 行 が 困 難 な 道 路 や 不 整 地で の 走 行 に 適 し て い る 。　
被 災 地 で は 、 今 後 地 震 で

傷 ん だ 水 道 管 が 凍 結 に よ り破 裂 し 、 汚 泥 や 漏 水 が 発 生円 を 寄 付 し た 。 石 井 会 長 は「 今 後 も イ ベ ン ト な ど の 際に 募 金 箱 を 設 置 し て 支 援 を呼 び 掛 け て ま い り た い 」 と見 込 み 。 設 計 は 、 佐 藤 建 築研 究 室 が 担 当 し て い る 。　
教 育 環 境 の 充 実 と 、 避 難

所 に 指 定 さ れ て い る 両 体 育館 の 防 災 機 能 強 化 を 図 る ため に 実 施 す る 。 高 萩 中 学 校に ８ 台 、 秋 山 中 学 校 に ６ 台の 空 調 設 置 を 想 定 し て おり 、 暑 さ を 考 慮 し て 夏 ま でに は 工 事 を 終 わ ら せ た い 考

　
㈱ 加 藤 製 作 所 （ 東 京 都 品

川 区 、 加 藤 公 康 代 表 取 締 役社 長 ） は こ の ほ ど 、 令 和 ６年 能 登 半 島 地 震 の 被 災 地 復旧 の た め 、 不 整 地 万 能 吸 引車 『 Ｉ Ｃ

7 5Ｍ Ｖ 』 を 無 償 派

遣 し た 。 茨 城 工 場 （ 五 霞 町元 栗 橋 地 内 ） か ら 、 受 け 入れ 先 で あ る 石 川 県 金 沢 市 に本 社 を 置 く ㈱ ヨ シ カ ワ へ 輸送 。 当 面 の 間 、 災 害 復 旧 支　
県 森 林 ・ 林 業 協 会 （ 石 井

邦 一 理 事 長 ） は ７ 日 、 能 登半 島 地 震 被 災 者 支 援 の た め日 本 赤 十 字 社 に 義 援 金

2 0万

　
高 萩 市 は 、 高 萩 中 学 校 と

秋 山 中 学 校 の 体 育 館 に 空 調設 備 を 整 備 す る 。 現 在 は 工事 に 向 け た 実 施 設 計 を ま とめ て い る と こ ろ で 、 策 定 後速 や か に 工 事 の 発 注 を 行 う

す る 恐 れ が あ る た め 、  用 途  ・機 動 性 か ら Ｉ Ｃ

7 5Ｍ Ｖ の 派

遣 が 決 定 し た 。　
用 途 の 一 例 と し て は 、 コ

ン ク リ ー ト 片 の 回 収 ・ 清掃 、 舗 装 道 路 の カ ッ タ ー 片回 収 、 破 砕 ア ス フ ァ ル ト の回 収 ・ 清 掃 、 基 礎 工 事 の 浚渫 作 業 、 土 木 工 事 の た て 杭下 の 土 砂 ・ 汚 泥 回 収 、 ベ ント ナ イ ト 汚 泥 の 吸 引  ・  排 出 、推 進 工 事 の 土 砂 回 収 な ど があ る 。　
加 藤 製 作 所 は 、 建 設 用 ク

レ ー ン や 油 圧シ ョ ベ ル 等 の製 造 ・ 販 売 を主 な 事 業 と して い る 。 茨 城工 場 は 建 設 用ク レ ー ン の 主力 工 場 で あり 、 ク レ ー ンを は じ め と する 大 型 車 輌 の製 造 か ら 組 み立 て ま で 、 数多 く の 建 設 機械 を 生 産 し てい る 。

被 災 地 支 援 を 継 続 し て 行 って い く 決 意 を 示 し た 。　
同 会 は １ 月

1 8日 に 開 催 し

た 「 新 年 の 集 い 」 に て 募 金箱 を 設 置 し 、 出 席 者 に 支 援を 呼 び 掛 け た 。 そ の 際 に 集ま っ た 義 援 金 と 同 会 の 寄 付金 を 加 え 、  計

2 0万 円 と し た 。

　
当 日 は 石 井 理 事 長 の ほ か

川 野 和 彦 副 理 事 長 、 野 上 満正 副 理 事 長 ら が 日 本 赤 十 字社 茨 城 県 本 部 に 赴 き 、 目 録を 贈 呈 し た 。　
石 井 理 事 長 は 「 わ れ わ れ

が で き る 支 援 は 何 か と い うこ と を 考 え た 時 、 ま ず は 現場 を 混 乱 さ せ な い こ と が 大切 だ と 考 え た 。 し っ か り と後 方 支 援 を し 、 被 災 地 に 心を 寄 せ て ま い り た い 。 気 象も 厳 し い 環 境 で 頑 張 っ て いた だ い て い る 。 救 援 に 当た っ て い た だ い て い る 方 の支 援 も 必 要 だ と 思 う 。 一 刻も 早 い 復 旧 を お 祈 り 申 し 上げ る 」 と 話 し た 。え だ 。 体 育 館 の ア リ ー ナ 部分 は 、 高 萩 中 学 校 ９ ３ ２ ・７ ㎡ 、 秋 山 中 学 校 ６ ５ ４ ・３ ㎡ 。　
な お 市 で は 、 全 小 ・ 中 学

校 体 育 館 へ の 空 調 整 備 を 順次 進 め て い く 計 画 を 立 て てお り 、 ２ ０ ２ ５ 年 度 ま で に全 校 へ の 整 備 完 了 を 目 標 とし て い る 。
▲ 石 井 理 事 長 （ 中 央 右 ） が 目 録 を 手 渡 し た

広 範 囲 な 泥 土

な
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災 害 復 旧 支 援 機 を 派 遣

加 藤 製 作 所 ／ 被 災 地 復 旧 に 活 用

一 刻 も 早 い 復 旧 復 興 祈 る
被 災 地 に 義 援 金
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